
確かな学力の育成 

○学習状況を的確に把握し、具 

体物や ICT機器を活用した対話 

的で分かる授業を通し、基礎基 

本の知識と技能を習得させる。 

○言語能力、情報活用能力、問 

題発見・解決能力等を育成し学 

習習慣の確立を図る。 

（児童の実態把握） 

・家庭訪問や日々の行動観察、いじめに関するアンケート、全国学力・学習状況調査等を通して児

童の実態把握に努めるとともに、保護者や地域の願いを知る取組を進める。 
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めざす児童像 

 

 

 

  

 

指導の重点   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標達成のための基本方針 

人 権 尊 重 の 精 神 に 満 ち た 学 校 づ く り 

～どの子も「明日もまた来たい」と思う学校～ 

現代社会の中で、本校教育での果たすべき役割を見定め、経営方針や教育内容を明示し、人権尊重の精

神培うことを基盤として、保護者や地域の方々に「信頼される学校」を創るため鋭意努力する。 

組織力を生かす 目標を具現化する 

教職員個々の持ち味と創造性を大切にするととも

に、組織体の一員としての自覚を深め、学校全体の

組織力を強化し教育課題に臨む。 

児童に対しては学力向上・規範意識向上をめざ

す。また、自己申告評価シートによる目標の明確化

により、教師力の向上を図る。 

新たな課題に備える 安全教育の充実を図る 学校評価を活用する 

感染症対策のための適切な行動

や ICT機器の活用能力向上に向け

教職員は研究意欲をもち、日々教

育活動を積み重ねる。 

児童が自然災害や犯罪、事故等

の危険から自ら身を守るための力

を身に付けられるよう、実践的な

防災教育・安全教育の充実を図る。 

前年の学校評価から成果と課

題を明らかにし、継続することや

改善点を整理して、学校改善に生

かす。 

教育目標 日本国憲法、教育基本法、学校教育法及び県・市の教育方針等を踏まえ、変化の激し

いこれからの社会を生きるために、「確かな学力、豊かな人間性、たくましい心身」

を育成し、知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を育てる。 

豊かな人間性の育成 

○基本的生活習慣や社会のル

ールを身に付けさせ、よりよい

生活を築く態度を育てる。            

○郷土への愛着をもたせなが 

ら豊かな感性を育み、自他の生 

命や人権を尊重する心や態度

を育てる。 

 

たくましい心身の育成 

○運動に親しむ意欲を養う。 

○健康や安全、食に関する知

識を身に付け、健康な生活を 

送るための行動につなげる。 

○災害や事故等の危険から、 

自ら身を守る意識や行動力を 

身に付けさせる。 

何ごとにも興味を持ち 

本気で取り組む子 

やさしく 

思いやりのある子 

最後まで 

がんばりきる子 

具体目標    一人一人がいきいきと輝き、学び合い、育ち合う学校 

 



 


